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お願い 

Ｖｅｒ７５０にアップデートする前に、 

(1) クリーンアップ を行って 

(2) 必ず、バックアップ を取って 

下さい。 

※ピアツーピア、クラサバのお客様は、全てのパソコンでアップ

デートをして下さい。 

■  ■  ■  ■  ■  ■  ■  ■  ■  ■  ■ 

 

『介護保険』の Ｖｅｒ７５０ 改善内容              2008.6.23  (株)フォーエヴァー  

 
［ご留意］ 
（１）このＶｅｒ７５０は、Ｖｅｒ７４０、７４１をアップデートするものです。他のバージョンか

らは、アップデートはできません。 
（２）このＶｅｒ７５０は(このＣＤ－ＲＯＭで)新規にインストールすることができます。 

このＣＤ－ＲＯＭで新規にインストールすると、Ｃドライブの直下(→注)にインストールされます。 

※1：今までは Ｃの Program Files の下にインストールされていました。 

※2：今までのＶｅｒ７ｘｘからＶｅｒ７５０にバージョンアップしても、インストールされている場所が変わ

ることはありません。  

（３）このＶｅｒ７５０は、ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａにインストールすることができますが、いく

つか留意点があります。→補足説明書(0)をご参照下さい 
 （４）Ｖｅｒ７５０のＣＤ－ＲＯＭの中に、補足説明書(0)～(5)と操作マニュアルが入っています。 

（５）Ｖｅｒ７５０にアップデートした後は、Ｖｅｒ７５０以外のＣＤ－ＲＯＭは不要となります。 
 

(注) ディレクトリは Ｃ：￥ｙｏｕｃａｒｅ となります。(･･従来は ￥ｃｊｓ￥ｙｏｕｃａｒｅ でした) 
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［改善内容］ 
※改善内容につきましては、補足説明書をＣＤ－ＲＯＭの中に入れています。また、弊社ホームページの「お客様専

用ページ」の「バージョン更新情報」にもあげています。合わせてご参照下さい。→補足説明書(1),(2),(4) 

       http://www.fvr.co.jp/customer/update/index.html 
 
■Ｖｅｒ７５０ (今回リリース) 
Ⅰ．２００８年５(･４)月の「介護療養型老健」を中心とした制度の見直しに対応しました。 
（１）介護療養型老健に対応しました。→老健の施設区分で「介護療養型老健」ができました。 
       □療養体制維持特別加算が算定できます 

□特別療養費が算定できます 
       □施設入所では、ターミナルケア加算が算定できます 
 ［ご注意］：１つの事業所番号で、老健＋療養型病院など、複数の施設サービスは登録できません。    
（２）老健の入所(＊)の施設区分で「小規模型」「ユニット型小規模型」は廃止されました。 

 (＊)短期入所では、もともとこの型はありません 

→廃止された「小規模型」「ユニット型小規模型」を設定していた事業所では、事業所登録のサ

ービス内容で履歴追加の要領で(2008 年 5 月 1 日)から、他のものに変更して下さい。 
（３）療養病床を有する病院の“職員配置区分”の追加に対応しました。 
        ｱ.“病院経過型”の職員配置区分に新たにⅠ型＝6:1,4:1 ができました 
        (…今までのもの(8:1,4:1)はⅡ型になりました) 
        ｲ.“ユニット型病院経過型”ができました         
（４）地域密着型特定施設入居者生活介護にサテライト型ができました･･単位数などに変更はありません 
    □サテライト型有料老人ホーム      ←新設 
    □サテライト型軽費老人ホーム      ←新設 
    □サテライト型養護老人ホーム      ←新設 
    □サテライト型高齢者専用賃貸住宅  ←新設 

 
※以上につきましては、具体的な単位数を弊社ホームページで整理・公開しています。 

下記「お客様専用ページ」の「介護保険お役立ち情報」の“サービスの単位数”をご参照下さい。 

http://www.fvr.co.jp/customer/useful/index.html 
 
Ⅱ．地域密着型サービスの独自報酬基準に対応しました。 
（１）地域密着型サービスの「小規模多機能型居宅介護」「夜間対応型訪問介護」の“独自報酬基準”

に対応しました。※本バージョンより、提供サービス入力では加算分が自動的にプラスされるようにしました。 
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Ⅲ．機能改善をしました。 
赤字の項目は、補足説明書をホームページにあげています。→補足説明書(4) 

 
１．『登録』 
（１）受給者登録の公費情報を開いた時、最新の情報が表示されない件を修正しました。 

（２）受給者登録の公費情報で、公費種別に公費コードを表示するようにしました。 

（３）登録ＣＳＶツールで、介護履歴ＣＳＶに受給者名が出ないことがある件を修正しました。 

（４）事業所登録で、事業所の数が多いとエラーになる件を修正しました。 

 
２．『アセスメント』 
（１）アセスメントの作成状況を一覧で確認できるようにしました。 

（２）要介護認定でパラメータエラーとなることがある件を修正しました。 

（３）「まい･居宅」でアセスメント新規作成時、「本人の基本動作」Ｐ.7,8 の特記事項に不正な文字が印刷さ

れる件を修正しました。 

 
３．『計画書』 
（１）計画書･担当者会議･モニタリングの作成状況が一覧で表示できるようにしました。 

（２）計画書(1)の利用者同意欄に「印」の文字を印字するようにしました。 

（３）サービス作成者名でＦ１キーによりケアマネを選択すると、事業所名に古い情報が表示される件を修

正しました。 

（４）Ｗindows ＸＰで、計画書や担当者会議の入力画面が最大化されないことがある件を修正しました。 

 
４．『まい･給付』『まい･予防給付』 
（１）メインメニューから、給付メニューに移ることができるようにしました。 

（２）予防訪問介護・予防通所介護など、月定額サービスのある予防サービスの加算などを修正できるよう

にしました。 

（３）日帰りショートで滞在費を入力できるようにしました。 

（４）計画原案の展開で予防の介護度に応じたサービスコードに変換されないことがある件を修正しました。 

（５）緊急短期入所加算を算定している場合に、サービス利用票／提供票に不正な行が表示されることがあ

る件を修正しました。 

（６）ケアプラン自己作成の場合に、サービス利用票／提供票の支援事業所欄に不正な文字が出ることがあ

る件を修正しました。 

（７）月途中から公費適用になった場合、公費請求額で誤差が出ることがある件を修正しました。 

 
５．『まい･プラン』 
（１）“プランメニュー”を新しく(変更)しました。→メインメニューから“プランメニュー”に移ることが

できるようにしました。(従来のプランメニューは“スケジュールメニュー”という言い方に変えました) 

（２）加減算状況を一覧で確認できるようにしました。 

（３）スケジュールを開かずに加減算項目、緊急療養／特定診療費の設定ができるようにしました。 

（４）緊急療養／特定診療費の設定画面を変更しました。 



 4 

（５）経口維持加算ⅠとⅡを指定して設定できるようにしました。 

（６）スケジュールを一度も開いていないと、レセプト作成ができない件を改善しました。 

（７）事業所の個別機能訓練体制を変更しても、加算が初期設定されない件を改善しました。 

（８）月途中から公費適用になった場合、公費請求額で誤差が出ることがある件を修正しました。 

（９）加減算項目設定で、退所日を含めた範囲選択を解除するとエラーになる件を修正しました。 

 
６．『まい･通所』 
（１）月途中から公費適用になった場合、公費請求額で誤差が出ることがある件を修正しました。 

（２）請求書、利用明細書、利用集計等で、社福減免に対応しました。 

（３）ＣＳＶツールで、保険給付率減免等が反映されない件を修正しました。 

 
７．『まい･ホーム』『まい･ハウス』 
（１）月途中から公費適用になった場合、公費請求額で誤差が出ることがある件を修正しました。 

 
８．『まい･請求』  
（１）請求書／領収証(窓付き封筒明細)のタイトル付加機能を追加しました。 

（２）費用負担者登録の一覧に、受給者カナ名を追加しました。 

（３）郵政省表記を変更しました。 

（４）特養で高額介護サービス費の払い戻しがあると、医療費控除額が不正となる件を修正しました。 

（５）複数月の請求明細作成時、期間変更して順に実施サービスを追加すると、明細が一部しか出ないこと

がある件を修正しました。 

（６）施設サービス領収証のタイトルが改行されてしまうことがある件を修正しました。 

 
９．『ツール』、他 
（１）Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａに対応しました。→補足説明書(0) 

（２）Ｍicrosoft Office IME2007 を使用している場合、かな入力時の変換候補がちらつく件に対応しました。 

（３）登録ＣＳＶツール：前回の選択情報を保持するようにしました。 

（４）統計ツール：９０分以上の生活援助が２人以上いる場合に利用時間が不正になる件を修正しました。 

（５）統計ツール：施設サービスの利用回数・単位数が支援事業所別に集計されてしまうことがある件をし

ました。 

（６）クリーンアップツール：ＤＢチェックエラー後、もう一度ＤＢチェックを行うとシステムエラーとな

る件を修正しました。 

（７）クリーンアップツール：ＤＢ破損時にＤＢチェックを行うとシステムエラーとなる件を修正しました。 

（８）データ保管ツール：ＰＰ環境でデータ量が多い場合にエラーとなる件を修正しました。 

（９）データ保管ツール：オフライン年月以降での再保管およびオフライン年月以前でのオンライン化によ

り、オフライン年月が不正となる件をしました。 

（10）モバイルツール：「まい･予防ケア」に対応しました。 
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■Ｖｅｒ７４１制度改定 (2008.4.22 ﾘﾘｰｽ) ･･主として『まい･プラン』をご使用のお客様にリリース 
いくつかの項目について補足説明書をホームページにあげています。→補足説明書(3) 

（１）療養病床を有する病院で“療養環境減算Ⅱの廃止”に対応しました。 
(ｱ)短期入所は･･ 

□病院療養療養環境減算    －２５単位／日    ①  
×□病院療養療養環境減算Ⅱ      －８５単位／日     ② →廃止            
□病院療養療養環境減算Ⅲ  －１１５単位／日   ③  

(ｲ)施設入所は･･ 
□療養型療養環境減算     －２５単位／日    ①  

×□療養型療養環境減算Ⅱ       －８５単位／日    ② →廃止           
□療養型療養環境減算Ⅲ   －１１５単位／日    ③ 

→廃止される②(環境減算Ⅱ)を設定していた事業所では、事業所登録のサービス内容で履歴追加

の要領で(２００８年４月１日)から、①か③に変更して下さい。 
（２）療養病床を有する診療所で“療養環境減算の算定要件の変更”に対応しました。 

(ｱ)短期入所は･･ 
□233601 診療所療養療養環境減算Ⅰ   －６０単位／日  

↓変更 
□233600 診療所療養設備基準減算    －６０単位／日               

（参考：□診療所療養療養環境減算Ⅱ   －１００単位／日 は変わりません） 
(ｲ)施設入所は･･ 
□533601 診療所型施設療養環境減算Ⅰ   －６０単位／日  

↓変更 
□533600 診療所型施設設備基準減算   －６０単位／日              

（参考：□診療所型施設療養環境減算Ⅱ  －１００単位／日 は変わりません） 
→事業所登録の変更は必要ありません。 

（３）老健のサービスのＣＳＶの交換識別番号が５月サービス分から変更されることに対応しました。 
※老健では５月サービス分から、必ず、Ｖｅｒ７４１でＣＳＶを作成して下さい  

      □２２:短期入所療養介護(老健)           
    □２５:介護予防短期入所療養介護(老健)   
    □５２:介護老人保健施設(の入所)         
（４）国保連向け請求書(帳票)の変更に対応しました。 
      □介護給付費請求書 (様式第一)    ･･中国残留邦人等公費の欄ができました  
      □居宅サービス介護給付費明細書   ･･(様式第四:老健の短期入所療養介護)             
    □介護予防サービス介護給付費明細書 ･･(様式第四(二):老健の介護予防短期入所療養介護)  

□施設サービス等介護給付費明細書  ･･(様式第九:老健の入所)                                       
（５）中国残留邦人等公費に対応しました。 
     名称：中国残留邦人等    給付率：１００％ 
     適用開始は２００８年４月１日から 

※ ６５歳未満の受給者(＝中国残留邦人等公費単独の受給者)は、公費種別を「生活保護」とし、

生保単独の受給者として登録して下さい。←･･制度上そのような運用になっています 
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■Ｖｅｒ７４０の修正 で、今までに、ホームページでリリースしているもの  
赤字の項目は、補足説明書をホームページにあげています。→補足説明書(5) 

 
１．『まい･給付』『まい･予防給付』(2007.9.6 ﾘﾘｰｽ) 
（１）サービス利用票／提供票に介護支援専門員番号を追加しました。  

（２）サービス利用票／提供票の事業所名、サービス名を大きく印字するようにしました。  

（３）サービス提供票の提出事業所を強調表示するようにしました。（ツールのオプションで設定できます。）  

（４）予防委託分の初回加算算定状況を一覧に表示するようにしました。（まい・予防給付）  

（５）予防委託分の初回加算を自由に算定できるようにしました。（まい・予防給付）  

（６）予防受託分の件数に他の支援事業所分が含まれる件を修正しました。（まい・予防給付）  

（７）短期入所で限度超過があると、食費／居住費の補足給付が１日少なくなってしまうことがある件を修正しました。  

（８）社福軽減が「あり」から「なし」になった場合、社福軽減が算定されてしまう件を修正しました。  

（９）予防日割り通所で事業所評価加算が２回付いてしまう件を修正しました。 

［以下は、2007.6.6 以前に対応済みのもの］ 

（10）スケジュール画面でサービス利用票／提供票印刷時、出力情報で「予定と実績」を選択して印刷しようとしたと

きにシステムエラーが発生する件を修正しました。  

（11）計画原案画面で、ある利用者の計画原案を削除すると、他の関係ない利用者の原案も、一部削除されてしまう場

合がある件を修正しました。  

（12）給付メニューからのサービス利用票／提供票一括印刷時、出力情報で「予定と実績」を選択して印刷しようとし

たときにシステムエラーが発生する件を修正しました。  

（13）要支援から要介護に区分変更があった時、サービスに予防短期生活が含まれていた場合、支給限度超過割り振り

で予防短期生活の単位分が計算されない件を修正しました。  

（14）居宅介護支援介護給付費明細書(様式七)・介護予防支援介護給付費明細書(様式七の二)は、本来ならば１枚の明細

書に１保険者の利用者のみが載るべきところ、複数の保険者の利用者が１枚の明細書に混在して載っている（印刷される）

件を修正しました。（これは、明細書を紙に印刷した場合の不具合で、国保連への請求ＣＳＶは正しく作成されています。） 

 
２．『まい･プラン』(2007.9.6 ﾘﾘｰｽ) 
（１）入所日を変更した場合、前の施設スケジュールを削除しても復活してしまう件を修正しました。  

（２）介護予防サービスの介護履歴があると、不正なプラン履歴ができてしまい、スケジュールが開けない件を修正しま

した。 

 
３．『介護サービス計画』(2007.7.27 ﾘﾘｰｽ)  
（１）計画書(2)の援助内容の期間を m/d～m/d 形式で入力可能にしました。オプション画面で選択ができます。  

（２）日付選択画面の日付形式を保持できるようにしました。 

 
４．『まい･通所』(2007.7.27 ﾘﾘｰｽ) 
（１）通所介護計画書１で、事業所名、連絡先が出ない件を修正しました。  

（２）予防の利用者で利用料領収証(２連)の支援事業所名が不正になる件を修正しました。  

（３）月間利用明細の日付が、指定しても月末になる件を修正しました。  

（４）利用明細書で保険外費用名が長いと改行される件を修正しました。  
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（５）保険外費用項目で、月１回算定費用の算定日を指定できるようにしました。  

（６）個別機能訓練チェックを初期設定項目でデフォルト OFF にできるようにしました。  

（７）利用情報入力後、利用者一覧に戻った時に選択している人が見えない件を修正しました。  

（８）通所ＣＳＶツールで選択したフォルダの１つ上のフォルダにＣＳＶができてしまう件を修正しました。 

 
５．『登録』(2007.7.12 ﾘﾘｰｽ) 
（１）受給者登録の基本情報の履歴を削除すると、全ての認定情報が削除される件を修正しました。 

 
６．『まい･予防ケア』(2007.7.12 ﾘﾘｰｽ) 
（１）予防アセスメント部の特定高齢者判定方法の見直しを行いました。  

（２）予防アセスメント部で画像を変更保存でシステムエラーまたは異なる画像が表示される件を修正しました。  

（３）予防計画書の支援計画表(１)に委託先事業所を表示するよう修正しました。  

（４）支援計画書(３)にチェックリスト参照機能を追加しました。  

（５）持ち運びオプションに対応しました（持ち運びオプションをお買いあげになった方のみ）。 

 
７．『まい･請求』(2007.5.29 ﾘﾘｰｽ) 
（１）明細１の帳票で、請求／領収年月日を消して印刷した時、「 年 月 日」がずれて印字される件を修正しました。 
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［補足説明書］ 
※以下については、補足説明書を、ＣＤ－ＲＯＭの中に入れております。 

弊社ホームページの「お客様専用ページ」の「バージョン更新情報」にもあげています。 

 
■補足説明書(0)［Ｖｉｓｔａでの留意点］ 
■補足説明書(1)［Ｖｅｒ７５０：制度改定対応－１(介護療養型老健)］ 
（１）老健の事業所登録 

（２）介護療養型老健の特別療養費の入力の方法 

（３）老健の単位数 

（４）介護療養型老健の特別療養費(一覧表) 

■補足説明書(2)［Ｖｅｒ７５０：制度改定対応－２］ 
（１）療養病床を有する病院の単位数 

（２）地域密着型サービスの独自報酬基準 

■補足説明書(3)［Ｖｅｒ７４１：制度改定対応］ 
（１）病院で療養環境減算Ⅱを設定していた場合 

（２）国保連向け請求書(帳票) 

（３）保険優先公費負担一覧表 

■補足説明書(4)［Ｖｅｒ７５０での機能改善］ 
（１）アセスメント･計画書：ｱｾｽﾒﾝﾄ･計画書･担当者会議･ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの作成状況を一覧で表示 

（２）給付 ：メインメニューから給付メニューに移動 

（３）給付 ：予防訪問介護・予防通所介護など、月定額のある予防サービスを修正 

（４）給付 ：日帰りショートで滞在費を入力 

（５）プラン：メインメニューから“新プランメニュー”に移動 

（６）プラン：加減算状況を一覧で表示 

（７）プラン：スケジュールを開かずに加減算項目、緊急時施設療養費・特定診療費を設定 

（８）プラン：緊急時施設療養費・特定診療費の設定画面を変更 

（９）プラン：経口維持加算ⅠとⅡを指定して設定 

（10）請求 ：請求書／領収証(窓付き封筒明細)のタイトル付加機能 

（11）請求 ：費用負担者登録の一覧に、受給者カナ名を追加 

■補足説明書(5)［昨年にホームページでリリースずみの機能改善］ 
（１）給付  ：サービス提供票の提出事業所を強調表示 

（２）予防給付：予防委託分の初回加算算定状況を一覧表示 

（３）予防給付：予防委託分の初回加算を自由に算定 

（４）計画書 ：計画書(2)の援助内容の期間を m/d～m/d 形式で入力 

（５）通所  ：保険外費用項目で月１回算定費用の算定日を指定できる 

（６）通所  ：個別機能訓練チェックを初期設定項目でデフォルト OFF にできる 

（７）予防ケア：予防計画書の支援計画表(１)に委託先事業所を表示 

（８）予防ケア：支援計画書(３)でチェックリスト参照機能 


